
増殖性間質性肺炎は、呼吸器上皮の増殖と肺
間質における炎症を特徴とする肺炎で、ヘビで
は複数種のウイルスに起因して生じることが知ら
れています。
このような肺炎を起こすウイルスとして最も有
名なものは、ニシキヘビ科に感染を起こすニドウ
イルス目のSerpentovirusです。他にも、パラ
ミクソウイルス目のFerlavirusやレオウイルスな
どが同様の病変を引き起こすことが知られてい
ます。これらのウイルスは感染するヘビの種類や
他臓器病変の分布が異なります（表1参照）。また
本邦での報告はありませんが、オーストラリアで
はニシキヘビ科に同様の肺炎を起こす
Sunshine virusの存在が知られています。
一部のウイルスは封入体を形成するため、病理
組織検査によって確定診断がつく場合がありま
す。しかし多くの場合、ウイルスの特定にはPCR
検査などの分子生物学的検索を合わせて行うこ
とが必要です。
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図 1. 肺, 組織写真, ルーペ像. ヘビの肺は中心腔
(CL, Central lumen)と中心腔に開口する小窩(F, 
Faveolus)からなり、小窩は中隔により区切られて
います。増殖性肺炎では中隔の重度肥厚がみられます。

図 2. 肺, 組織写真, 高倍図. 正常の肺では、中隔(S, 
Septum)は毛細血管と一層の扁平な呼吸器上皮か
らなります。増殖性肺炎では、中隔において呼吸器上
皮の立方化や重層化が認められます（青矢印）。

ヘビの増殖性間質性肺炎

診断医からの一言

現在、日本には世界中から多種多様の爬虫類がほぼ検査を行われずに輸入されてい
ます。今回の記事は、日々の診断で時折見かけるヘビの増殖性間質性肺炎にフォーカ
スを当て、この記事執筆の時点（2023年4月）で把握されているウイルス感染症をま
とめたものになります。記事を読めばわかるように、このような病気の診断にはヘビ種
や輸入国の把握も大切です。また、PCR検査はホルマリン固定後組織からも行うこと
が出来ますが、ホルマリンはＤＮＡの断片化を促進するため、感染症を疑う場合は組織
の一部を分子生物学的検査の為に凍結保存することをお勧めいたします。
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表1. ヘビに増殖性間質性肺炎を起こすウイルス一覧
ヘビの種類は主な感染ヘビ種を示す。
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ウイルス名 概要

Serpentovirus
(ニドウイルス目）

ニシキヘビ科
増殖性間質性肺炎の他に口
内炎、食道炎、鼻炎、気管炎
等を起こす。

Ferlavirus
(パラミクソウイルス
目）

ナミヘビ科、クサリヘビ科、
ボア科、コブラ科など
増殖性間質性肺炎の他に膵
臓、肝臓、中枢神経系におけ
る壊死・炎症を起こす。組織
学的にウイルス性の封入体
が観察される。

レオウイルス ナミヘビ科、クサリヘビ科
軽度の増殖性間質性肺炎を
起こす。
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